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峡
内
で
雄
大
さ
を
誇
る
の
は

五
立
だ
ろ
う
。
正
面
口
か
ら
十

五
分
ほ
ど
、
栂
崎
を
過
ぎ
て
し

ば
ら
く
進
む
と
道
は
右
に
曲
が

り
、
よ
く
見
晴
ら
せ
る
場
所
に

着
く
。
正
面
の
山
に
現
れ
る
の

が
五
立
で
あ
る
。
熊
南
峰
が
「
数

百
尺
に
達
す
る
五
個
の
絶
壁
が

隣
り
合
っ
て
峭
り
立
つ
」
と
書

１ 

 

     

く
イ
モ
リ
を
見
つ
け
る
と
、
歓

声
を
上
げ
て
追
い
か
け
た
。 

 

 

お
昼
に
は
ペ
ー
ス
ト
状
に
し

た
ヨ
モ
ギ
を
混
ぜ
込
む
「
ヨ
モ

ギ
団
子
」
づ
く
り
を
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
体
験
、
地
域
の
人

が
届
け
た
お
む
す
び
を
頬
張
っ

た
。
振
り
返
り
の
会
で
は
一
日

の
思
い
出
を
絵
に
描
い
て
発
表

し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
バ
ッ

ジ
を
受
け
取
っ
た
。 

 

幼
児
の
保
護
者
、
梅
田
興
平

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
自
然
体
験

を
さ
せ
る
場
所
が
分
か
ら
な
か

っ
た
。
生
き
物
に
触
れ
合
え
た

の
が
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
。「
自
然
あ
そ
び
縁
（
え
ん
）」

は
今
年
度
、
四
回
開
催
す
る
予

定
。
次
回
は
三
段
峡
。 

 

    

約
二
五
〇
㍍
の
高
さ
か
ら
望
む

と
、
前
述
の
三
つ
に
加
え
て
、

山
の
端
の
先
に
天
狗
ケ
岳
が
二

つ
の
絶
壁
と
し
て
見
え
た
。 

全
て
が
縦
長
の
形
に
な
り
、

な
る
ほ
ど
五
立
で
あ
る
。
と
は

言
え
、
木
が
密
生
し
、
冬
木
立

で
も
分
か
り
づ
ら
い
。
名
が
残

る
の
は
、
山
道
か
ら
の
眺
望
が 

     
 

子
供
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
テ

ィ
ア
で
参
加
し
た
安
芸
太
田
中

学
生
の
正
木
美
寧
さ
ん
が
事
前

に
捕
ま
え
て
い
た
ア
カ
ハ
ラ
イ

モ
リ
に
目
を
輝
か
せ
た
。
生
き

物
探
し
に
出
か
け
、
道
路
を
歩 

 
 

                

く
景
勝
だ
。
が
、
実
際
は
三
つ
し

か
見
え
な
い
。 

 
 

  

地
元
の
人
か
ら
「
左
岸
の
稜

線
を
通
る
昔
の
道
か
ら
の
眺
め

が
名
の
由
来
」
と
聞
き
二
〇
二

〇
年
四
月
と
十
二
月
、
本
宮
炎

理
事
長
ら
と
登
っ
た
。
谷
か
ら

１ 

  

 
 
 
 
 
 

春
恒
例
の
探
勝

路
清
掃
活
動
が
四

月
十
一
日
、
地
元

や
広
島
市
内
、
北

広
島
町
か
ら
三
十

八
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
参
加
し

て
、
餅
ノ
木―

聖

湖
間
の
約
二
キ
ロ

で
実
施
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 

ス
コ
ッ
プ
や
竹

箒
な
ど
を
手
に
、

上
流
と
下
流
か
ら 

 
 
 
 
 

の
二
班
に
分
か
れ 

     

三
段
峡
の
動
植
物
な
ど
の
記

録
を
継
続
的
に
保
存
す
る
ア
ー

カ
イ
ブ
事
業
推
進
の
ミ
ー
テ
イ

ン
グ
が
四
月
十
三
日
、
さ
ん
け

ん
の
理
事
が
参
加
し
て
広
島
市

内
の
広
瀬
印
刷
で
開
か
れ
た
。 

    

良
か
っ
た
証
拠
で
も
あ
ろ
う
。 

   

紅
葉
が
名
高
い
三
段
峡
だ

が
、
雄
大
さ
で
は
芽
吹
き
か
ら

若
葉
の
季
節
が
真
骨
頂
だ
と
思

う
。
盛
夏
は
抜
け
る
風
が
心
地

良
く
て
も
、
枝
葉
が
茂
り
視
界

が
効
か
な
い
。
冬
枯
れ
の
頃
は
、 

 

て
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。

同
区
間
は
人
手
不
足
も
あ
っ
て

近
年
は
、
手
入
れ
が
行
き
届
か

ず
、
安
全
面
で
不
安
が
あ
っ
た
。

昨
年
か
ら
継
続
し
て
取
り
組

み
、
今
回
で
土
砂
を
全
て
撤
去

し
た
。 

 

今
年
さ
ん
け
ん
会
員
に
な
っ

た
広
島
市
在
住
の
会
社
員
、
塩

音
友
基
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー
は

気
さ
く
で
、
す
ぐ
に
馴
染
め
た
。

遊
歩
道
を
き
れ
い
に
出
来
て
、

充
実
し
た
活
動
に
な
っ
た
」
と
、

満
足
し
た
様
子
だ
っ
た
。 

  
 

  

白
川
勝
信
理
事
の
提
案
に
よ

り
、
グ
ー
グ
ル
の
地
図
を
活
用

し
て
必
要
な
情
報
を
記
録
す
る

方
法
を
話
し
合
っ
た
。
今
年
は

理
事
を
中
心
に
運
用
し
、
そ
の

後
に
会
員
な
ど
と
共
有
す
る
予 

    

岩
峰
や
絶
壁
を
よ
く
仰
げ
る

が
、
立
体
的
に
迫
っ
て
こ
な
い
。 

 

三
段
峡
の
雄
大
さ
は
、
景
観

の
圧
縮
性
か
ら
生
ま
れ
、
実
物

よ
り
大
き
く
見
え
る
。
雪
解
け

水
が
谷
を
掃
き
清
め
、
庭
師
が

樹
々
の
剪
定
を
仕
上
げ
た
よ
う

な
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
新

緑
の
候
だ
。 

（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

    

コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
四
月
二
十

九
日
、
無
印
良
品
広
島
パ
ル
コ

店
で
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

さ
れ
た
。
受
講
者
は
同
社
サ
イ

ト
か
ら
申
し
込
み
、
店
舗
で
購

入
し
て
い
た
キ
ッ
ト
を
当
日
開

封
し
て
参
加
し
た
。
講
師
は
本

宮
炎
理
事
長
、
司
会
は
同
社
ス

タ
ッ
フ
の
カ
ゼ
ミ
佳
織
さ
ん
。 

 

午
前
と
午
後
、
一
回
三
十
分 

 

定
で
、
三
段
峡
を
野
外
博
物
館

に
見
立
て
て
い
る
さ
ん
け
ん
の

活
動
の
一
つ
に
位
置
付
け
る
。

同
事
業
は
三
月
に
開
か
れ
た
パ

ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
財
団
の
組

織
診
断
で
挙
げ
ら
れ
た
重
点
課

題
を
受
け
た
取
り
組
み
。 

                 

間
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
話
し
合
い
な

が
ら
ア
ク
リ
ル
ケ
ー
ス
に
植
え

付
け
た
。
参
加
者
は
八
人
。
こ
の

日
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
へ

は
動
画
を
配
信
し
た
。 

 

     

昨
年
度
か
ら
さ
ん
け
ん
と
安

芸
太
田
町
地
域
づ
く
り
課
が
進

め
て
い
た
総
務
省
過
疎
地
域
等

集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
事

業
の
申
請
が
取
り
止
め
に
な
っ

た
。「
市
民
団
体
主
体
で
集
落
の

取
り
組
み
と
は
言
え
な
い
」
と

の
議
会
の
指
摘
に
よ
る
判
断
。 

高
齢
化
、
人
口
減
な
ど
で
自

治
会
主
体
の
活
動
が
ま
す
ま
す

困
難
に
な
る
中
、
市
民
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
支
援
が
閉

ざ
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

を
含
め
全
国
で
増
加
傾
向

が
止
ま
ら
ず
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
動
向
が
懸
念
さ
れ
る
。 

トイレ掃除担当を自認  
小野誉里子さん 

  

孫ターンして安芸太田町穴

で助産院を営んでいる。出産の

介助や産前産後・育児の相談だ

けでなく、中学や高校へ出かけ    

て思春期教室を開くなど活動は幅広い。 

「いつの間にかさんけん会員になった、でも

刺激的」と言い、三段峡のトイレ掃除担当を自

認する。人が動く以上、トイレ問題は大切だと

思っているからだ。三段峡を学ぶと普通に「き

れい」と思っていた景観はとても複雑で、昔か

らの自然と人との営みの中で育まれたのを知

った。お気に入りは三段峡ホテルの浴室からの

風景、東山魁夷の絵画以上と薦める。 （宏） 

この人 
人 

南
峰
と
歩
く 

 

㊺ 

■
若
葉
の
季
節
が
絶
好 

■
木
が
密
生 

見
え
難
い 

 

名
の
由
来
は
昔
の
道
か
ら
の
眺
望 

   

▼
再
拡
大
懸
念 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

四
月
後
半
か
ら
は
気
温

が
低
め
に
な
っ
た
が
、
山
野

草
の
開
花
は
急
ぎ
足
だ
っ

た 

 

一口メモ 

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

り
、
感
染
を
避
け
自
然
を

求
め
る
観
光
客
は
多
く
、

Ｇ
Ｗ
の
来
峡
は
好
調
だ
っ

た
。
が
、
感
染
者
は
広
島 

     

ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
始
ま
る 

動
植
物
な
ど
の
記
録
を
蓄
積 

コ
ケ
テ
ラ
リ
ウ
ム
講
座 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
事
業 

申
請
取
り
止
め 

餅ノ木－聖湖間で探勝路清掃 

３８人参加 土砂全て撤去 

五
立 

（ご
だ
ち
） 

お
母
さ
ん
グ
ル
ー
プ
が
企
画
運
営 

イ
モ
リ
探
し
や
ヨ
モ
ギ
団
子
づ
く
り
体
験 

 

環境教育ツアー「自然あそび縁（えん）」初開催 

コロナ後の誘客に対する環境省の補助事業「子供向け環境教育

ツアー」が４月 29 日、棚田百選の井仁地区で開かれた。主催は

昨年９月、ツアー開発講座を受けてプログラムを作成した安芸太

田町内のお母さんグループ「ナッピー」、タイトルは「自然あそび

縁（えん）」。参加した 20 人の子供たちは雨の中、イモリ探しな

どで自然を楽しんだ。さんけんは事務局を担当した。 

 

 

 
生
き
物
を
探
し
て
田
ん
ぼ
の

周
辺
を
歩
く
子
供
た
ち 

https://sanken-/

